
第53回

岡山臨床精神薬理研修会

【日時】 2019年1月27日 （日） 10：00〜12：30

【会場】 ホテルグランヴィア岡山 ３階「パール」 （岡山市北区駅元町1-5）

【Case Conference ＆ Workshop】

「一般精神科で遭遇するてんかんケースとその対応(3症例)」

（症例1） 岡山大学病院ジェンダーセンター 講師 松本 洋輔 先生

司会： 児玉 匡史 先生 （岡山県精神科医療センター 医療部長・臨床研究部長）

（症例2） 岡山県精神科医療センター 医師 塚原 優 先生

司会： 武田 俊彦 先生 （慈圭病院 副院長）

（症例3） 岡山大学病院小児神経科 医員 松田 奈央子 先生

司会： 来住 由樹 先生 （岡山県精神科医療センター 院長）

コメンテーター

神 一敬 先生（東北大学大学院医学系研究科 てんかん学分野 准教授）

山田 了士 先生（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 精神神経病態学 教授）：ミニレクチャー

※ 対象は医療従事者となります。
※ 参加費は無料で予約は不要です。
※ 日本精神神経学会精神科専門医制度の単位取得(C群)ができます。

お問い合わせ先 岡山大学 精神神経病態学教室

【特別講演】 座長：髙木 学 先生 （岡山大学病院 精神科神経科 講師）

講師：神 一敬 先生

(東北大学大学院医学系研究科 てんかん学分野 准教授)

「てんかん薬物治療 UPDATE 2018 」
我が国では、2006～2010年にかけて4剤、2016年に2剤の抗てんかん薬が新たに
上梓された。これらの新薬は従来薬と比べ新たな作用機序を有し、薬物相互作用、
副作用が少ない点で優れている。本講演では、新薬の登場で転換期を迎えたてん
かん薬物治療の動向を概説する。


